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開
催
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
持
ち
切
り

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
今
夏
。同
時
に
、戦
後
75
周

年
を
迎
え
る
鎮
魂
の
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
、1
9
3
2
年
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
大
会
の
馬
術
競
技
で
西
竹
一と
い
う
日
本

人
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
と
って
い
ま
す
。そ
れ
は

現
在
に
至
る
ま
で
同
競
技
で
日
本
が
獲
得
し

た
唯
一の
メ
ダ
ル
だ
と
か
。西
は
そ
の
後
、ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
名
誉
市
民
の
称
号
も
得
ま
す
が
、す
ぐ

に
戦
争
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。騎
馬
か

ら
戦
車
へ
時
代
が
移
り
、西
も
戦
車
連
隊
長
と

し
て
最
前
線
へ
。そ
し
て
75
年
前
の
1
9
4
5

年
、硫
黄
島
に
て
戦
死
。満
42
歳
没
。

　

人
類
は
世
界
中
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
と
い

う
愚
か
な
行
為
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
世
界
規
模
の
平
和
の
祭
典
を

行
う
こ
と
も
で
き
る
。い
ず
れ
も
人
間
の
行
う

人
為
で
す
。ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
で
い
え

ば
、現
在
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
に
お
い
て
も

絶
望
で
は
な
く
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
社
会

で
あ
り
続
け
た
い
。

今
号
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
ク
ル
ー
ズ
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
與
那
覇
さ
ん
か
ら
の
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。「
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
た
先
に
世
界

一
周
が
待
っ
て
い
る̶

」こ
れ
は
、こ
れ
か
ら
乗

船
さ
れ
る
方
々
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
希
望
の
合
言
葉
だ
と

思
い
、新
た
な
船
出
の
準
備
の
た
め
日
々
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。（
N・I
）

よ
う
こ
そ
、世
界
一
周
の
船
旅
へ
。

旅
の
前
途
を
祝
し
て

船上百景［ウェルカムセレモニー］

初対面の人ともすっかり打ち解けて盛り上がる。「一緒に旅を楽しみましょう！」

船長から次 と々クルーが紹介される。

社交ダンスパーティーも行われ優雅にステップを踏む。

　

世
界
一
周
の
旅
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
、恒
例
の
船

長
主
催「
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
」が
開
催
さ
れ
る
。

華
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、ド
レ
ス
ア
ッ
プ
を
し
た
乗

客
が
集
ま
っ
て
く
る
。船
長
か
ら
ク
ル
ー
の
紹
介
が

あ
り
、ス
タ
ッ
フ
キ
ャ
プ
テ
ン
、チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
サ
ー・・・と
次
々
に
多
彩
な
役
割
が
呼
ば

れ
、船
旅
を
支
え
る
ク
ル
ー
の
多
さ
を
実
感
。続
い
て

専
属
バ
ン
ド
に
よ
る
歓
迎
の
生
演
奏
が
披
露
さ
れ
、会

場
は
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
。

　

船
長
と
の
記
念
撮
影
に
は
列
が
つ
く
ら
れ
、握
手
を

し
た
り
お
話
し
し
た
り
、大
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
に
。ダ
ン

ス
フ
ロ
ア
で
は
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
か
れ
、初

心
者
の
方
も
経
験
者
に
リ
ー
ド
し
て
も
ら
い
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
る
。お
待
ち
か
ね
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
で

は
、初
対
面
の
方
と
も
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、皆
で「
乾

杯
！
」。美
味
し
い
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、会
話
が

弾
み
、船
旅
へ
の
期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
く
。
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ゆ
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一年を通して島の大部分が雪と
氷に覆われているグリーンラン
ドは手つかずの大自然が残る

表紙の写真

極
北
の
大
自
然
と
の
出
会
い

北
極
圏
航
路
で
巡
る
船
旅

Arctic route

北極圏には厳しくも美しい大自然とその環境下で育まれてきた暮ら

し、文化がある。氷河の侵食によってできたフィヨルドの入り組んだ

地形、切り立つ山々、迫る断崖によって自然の荘厳さを実感する。

太陽が沈まない白夜では極北の神秘と不思議を体験できる。そして

この地域ならではの野生動物との出会いからは生命のたくましさを

感じるだろう。ピースボートクルーズでは船上からの素晴らしい風景と

ともに、人気の高いノルウェーのフロムやトロムソ、世界最北の町

ロングイェールビーン、巨大間欠泉を体感できるアイスランドのレイ

キャビクなど、魅力的な寄港地での観光も堪能できる。

ロングイェールビーン

ホニングスヴォーグ

アークレイリ

レイキャビク

ヌーク※

フロム※

トロムソ

ネーロイフィヨルド遊覧
ソグネフィヨルド遊覧

コングスフィヨルド遊覧

エイヤフィヨルド遊覧

※ヌークは2021年4月、フロム
は2023年4月出航の地球一
周の船旅（ゼニス号）で寄港。
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北
極
圏
と
は
、地
球
の一
番
上
に
あ
る

北
極
点（
緯
度
90
度
）を
中
心
に
、北
緯

66
度
33
分
の
緯
線
ま
で
の
エ
リ
ア
を
指

す
。そ
の
面
積
は
約
1
4
0
0
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
大
。北
極
圏
の
ほ
と
ん

ど
が
海
で
、夏
季
以
外
は
凍
結
し
て
い

る
。氷
と
雪
に
囲
ま
れ
た
、厳
し
い
環
境

を
想
像
し
が
ち
だ
が
、ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
に
住
む
サ
ー
ミ
人
、狩
猟
を
糧

に
暮
ら
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の

イ
ヌ
イ
ッ
ト（
カ
ラ
ー
リ
ッ
ト
）は
先
住

民
と
し
て
古
く
か
ら
こ
の
地
に
根
を
お

ろ
し
て
い
る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
紀
元
前

に
は
北
極
圏
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い

た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
が
、北
極

探
検
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ
た
の
は
20

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
。日
本
人
で
は
、か

の
植
村
直
己
さ
ん
が
1
9
7
8
年
に

世
界
初
の
北
極
点
犬
ぞ
り
単
独
行
を

成
功
さ
せ
て
い
る
。

現
在
、北
極
海
の
沿
岸
に
は
ア
メ
リ

カ
、ロ
シ
ア
、カ
ナ
ダ
、デ
ン
マ
ー
ク（
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
）、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
5
カ
国

が
あ
り
、こ
れ
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
加
え
た
8
カ
国

を「
北
極
圏
国
」と
い
う
。そ
こ
に
は
お

よ
そ
4
0
0
万
人
が
暮
ら
し
、各
町
で

は
自
然
と
共
存
し
た
独
自
の
文
化
が
育

ま
れ
て
い
る
。北
極
圏
の
観
光
に
お
け
る

最
大
の
魅
力
は
、壮
大
な
自
然
だ
ろ
う
。

数
万
年
の
歳
月
が
生
ん
だ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
。

険
し
い
山
々
。夏
季
に
青
々
と
茂
る
草

木
。青
空
に
き
ら
め
く
流
氷
。ま
た
北

極
海
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
な
た
め

多
く
の
野
生
動
物
、海
鳥
と
の
出
会
い

も
新
鮮
な
感
動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

北極、と聞いて思い浮かぶのはどのようなイメージだろう。地球の最果て、極寒の地という言葉が

出てくるのだろうか。実は北極圏は多くの人を惹き付ける観光スポットでもある。春から秋にかけて、

特に夏季がクルーズのベストシーズン。この地ならではの大自然や野生動物との出会いを求めて、

毎年多くの観光客が訪れる。2021年4月、ピースボートクルーズも初めて北極圏の船旅に出る。

北極、と聞いて思い浮かぶのはどのようなイメージだろう。地球の最果て、極寒の地という言葉が

出てくるのだろうか。実は北極圏は多くの人を惹き付ける観光スポットでもある。春から秋にかけて、

特に夏季がクルーズのベストシーズン。この地ならではの大自然や野生動物との出会いを求めて、

毎年多くの観光客が訪れる。2021年4月、ピースボートクルーズも初めて北極圏の船旅に出る。

ピースボート史上初の
北極圏クルーズへ
ピースボート史上初の
北極圏クルーズへ

ノルウェー北部マーゲロイ島にあるヨーロッパ最北の岬「ノールカップ岬」。北極海に荒 し々くそそりたつ断崖絶壁。

1：夏季は太陽が沈まない「白夜」を体験できる。2・3：セイウチやホッキョクグマは
北極圏に生息する動物だが、実際に巡り合える可能性は極めて低い貴重な存在。
4：雄の枝角は大きいものでは1.2メートルの長さにも達するというトナカイ。

夏季は太陽が沈まない「白夜」を体験できる
北極圏に生息する動物だが、実際に巡り合える可能性は極めて低い貴重な存在
雄の枝角は大きいものでは1.2メートルの長さにも達するというトナ

1：夏季は太陽が沈まない「白夜」を体験できる
北極圏に生息する動物だが、実際に巡り合える可能性は極めて低い貴重な存在
4：雄の枝角は大きいものでは1.2メートルの長さにも達するというトナ

5 JAPAN GRACE
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ピースボート史上初のピースボート史上初のピースボート史上初の
Arctic Circle



フ
ロ
ム
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
最
大
の
ス
ケ
ー
ル

を
誇
る
ソ
グ
ネ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
面
し
て
お

り
、観
光
拠
点
と
し
て
人
口
わ
ず
か

5
0
0
人
の
町
に
、年
間
数
十
万
人
も

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。大
き
な
山
々
と

フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
囲
ま
れ
た
景
観
は
た
め
息

が
出
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
。車
窓
か
ら
の

美
し
い
景
色
で
有
名
な
の
が
フ
ロ
ム
鉄

道
。フ
ロ
ム
駅
の
隣
に
あ
る「
フ
ロ
ム
鉄
道

博
物
館
」で
は
写
真
パ
ネ
ル
や
車
両
な
ど

豊
富
な
展
示
物
を
通
し
て
、こ
の
山
岳

鉄
道
が
ど
の
よ
う
に
建
設
さ
れ
た
か
、背

景
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

休
憩
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
代
表
す
る
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
エ
ー
ギ
ル・ブ
リ
ッ
ゲ
リ
ー

エ
」の
醸
造
所
を
見
学
が
て
ら
、美
味
し

い一
杯
を
楽
し
む
の
も
い
い
。こ
ち
ら
も

シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
は
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
だ
。も
う
一つ
フ
ロ
ム
で
見
逃
せ

7 JAPAN GRACE

な
い
の
が「
ス
テ
ー
ガ
ス
タ
イ
ン
展
望

台
」。海
抜
6
5
0
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、

山
腹
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
突
き
出
て
い
る

た
め
、絶
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
町
か
ら
4
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
山
の

中
腹
に
あ
る「
オ
ッ
テ
ル
ネ
ス
農
場
」は

1
6
0
0
年
代
の
古
民
家
が
た
く
さ
ん

残
る
風
情
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
最
北
端
の
町
。第
二
次
世

界
大
戦
で
焦
土
に
な
り
、復
興
し
た
町
は

モ
ダ
ン
な
建
物
が
建
ち
並
び
お
洒
落
な

雰
囲
気
が
漂
う
。北
緯
71
度
に
位
置
す

る
が
、暖
流
の
影
響
で
海
は
凍
ら
ず
、主

な
産
業
は
漁
業
で
港
は
い
つ
も
活
気
に
満

ち
て
い
る
。夏
季
に
は
2
0
0
も
の
ク

ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
。欧
州
大
陸
最
北

と
さ
れ
る
観
光
名
所「
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
」に

は
、大
き
な
地
球
儀
の
よ
う
な
モ
ニュメ
ン

ト
が
建
ち
、観
光
客
で
賑
わ
う
。展
示

室
、郵
便
局
、バ
ー
な
ど
を
備
え
た「
ノ
ー

ル
カ
ッ
プ・ホ
ー
ル
」は
お
土
産
も
購
入
で

き
る
。こ
の
ほ
か
観
光
案
内
所
に
あ
る
町

の
歴
史
な
ど
が
展
示
さ
れ
た「
ノ
ー
ル

カ
ッ
プ
博
物
館
」、戦
火
を
逃
れ
た「
ホ
ニ

ン
グ
ス
ヴ
ォ
ー
グ
教
会
」な
ど
が
見
ど
こ
ろ
。

夏季は山や町に草木が青 と々生え、より美しい景観を見せる。

薄切りのパンに魚
貝類やチーズ、野
菜などをのせた北
欧風オープンサン
ド「スモーブロー」。

本場ノルウェー
の新鮮なサー
モンのマリネ。

1：フロム渓谷沿いの牧歌的な村。2：650
メートルの高さからパノラマの絶景を堪能で
きる「ステーガスタイン展望台」。3：観光客
の人気が高いフロム鉄道のレトロな車両。

トロムソのシンボル的なトロムスダーレン教会。

年間数十万人の
観光客が訪れる町
年間数十万人の
観光客が訪れる町

　

ト
ロ
ム
ソ
は
島
の
町
。夏
に
は
太

陽
が
沈
ま
な
い
白
夜
が
あ
り
、フ
ィ

ヨ
ル
ド
ツ
ア
ー
や
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。島
の

周
り
を
取
り
囲
む
海
は
美
し
い
の一
言
。

「
ス
ト
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ネ
ン
山
」へ
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
で
登
る
と
、町
全
体
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド

を
一
望
で
き
る
。ノ
ル
ウ
ェ
ー
本
土
と
を
結

ぶ「
ト
ロ
ム
ソ
橋
」も
目
に
入
っ
て
く
る

が
、こ
の
橋
は
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
、

橋
か
ら
の
景
色
も
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
。

橋
を
渡
っ
た
本
土
側
に
観
光
名
所
の一つ

「
ト
ロ
ム
ス
ダ
ー
レ
ン
教
会（
北
極
教

会
）」が
あ
る
。オ
ー
ロ
ラ
と
冬
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
夜
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

夏季は山や町に草木が青 と々生え、より美しい景観を見せる。

2：650
メートルの高さからパノラマの絶景を堪能で

観光客
の人気が高いフロム鉄道のレトロな車両。

Flåm/Norway

薄切りのパンに魚
貝類やチーズ、野
菜などをのせた北
欧風オープンサン
ド「スモーブロー」。

ホニングスヴォーグはクルーズ船の寄港地として
知られ、こじんまりとした町のため歩いて散策がで
きる。有名な「ノールカップ」へはバスで約1時間。
北極点まで約2100キロの位置に近づける。

ヨーロッパ大陸
最北の町
ヨーロッパ大陸
最北の町

ホニングスヴォーグホニングスヴォーグ
Honningsvag/Norway

ノルウェー5大フィヨルドの一つ「ソグネフィヨル
ド」や世界で最も美しい景観が望める鉄道といわ
れる「フロム鉄道」などで知られるフロム。緑の濃
い山 と々フィヨルドに囲まれた美しい町だ。

フロムフロム
Flåm/Norway

トロムソはノルウェー北部の文化の中心地。「北のパ
リ」と呼ばれるほど、美しい町並みでも知られる。トロム
スダーレン教会、トロムソ聖堂など見どころも多く、
世界最北のビール工場でつくられるビールも人気。

北極圏最大の町北極圏最大の町
トロムソトロムソ

Tromso/Norway

1：ノルウェーのフィヨルドで獲れる
「ホッコクアカエビ」。サラダやスープが
美味。2：国民食ともいえる「ブルノスト
チーズ」。キャラメルに近い味わい。

1：ノールカップに建つ地球儀のモニュメント
は記念撮影のメッカ。2：カウンターからテー
ブル、グラスまで氷でできているアイスバー。

Honningsvag/Norway
7 JJAJAJ PANPANP GRGRG ARAR CE

Honningsvag/Norway
マーゲロイ島にあるヨーロッパ最北の岬「ノールカップ」。

Arctic route

フロム

Arctic route

トロムソ

ホニングスヴォーグ
Arctic route

カラフルで美しいトロムソの町並み。

周
り
を
取
り
囲
む
海
は
美
し
い
の一
言
。

「
ス
ト
ー
ル
シ
ュ
タ
イ
ネ
ン
山
」へ
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
で
登
る
と
、町
全
体
と
フ
ィ
ヨ
ル
ド

を
一
望
で
き
る
。ノ
ル
ウ
ェ
ー
本
土
と
を
結

ぶ「
ト
ロ
ム
ソ
橋
」も
目
に
入
っ
て
く
る

が
、こ
の
橋
は
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
、

橋
か
ら
の
景
色
も
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
。

橋
を
渡
っ
た
本
土
側
に
観
光
名
所
の一つ

「
ト
ロ
ム
ス
ダ
ー
レ
ン
教
会（
北
極
教

会
）」が
あ
る
。オ
ー
ロ
ラ
と
冬
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
夜
は

カラフルで美しいトロムソの町並み。
Tromso/Norway

1

1

1

2

2

2

3



9 JAPAN GRACE

北
緯
78
度
に
位
置
す
る
ロ
ン
グ

イ
ェ
ー
ル
ビ
ー
ン
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領

ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
諸
島
に
あ
る
。豊

富
な
石
炭
の
鉱
脈
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
1
9
9
0
年
頃
ま
で
は
炭

鉱
の
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
が

あ
る
が
、今
日
で
は
観
光
を
中
心

に
、地
質
学
、生
物
学
、物
理
学
な
ど
極

地
研
究
に
関
わ
る
人
々
が
多
く
訪
れ
る

と
い
う
。ま
た
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
諸
島
は

ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
条
約
に
加
盟
し
て
い
る

国
の
国
民
な
ら
永
住
で
き
る
た
め
、ノ

ル
ウ
ェ
ー
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ロ
シ
ア
や

ア
ジ
ア
か
ら
も
居
住
者
が
い
る
、国
際

色
豊
か
な
町
で
も
あ
る
。

　

観
光
の
メ
イ
ン
は
雄
大
な
自
然
。ロ
ン

グ
イ
ェ
ー
ル
ビ
ー
ン
川
の
河
口
に
出
れ

ば
、北
極
海
と
そ
の
向
こ
う
に
連
な
る

雪
山
が
望
め
る
。夏
季
に
は
海
鳥
の
観

察
、カ
ヤ
ッ
ク
や
釣
り
を
楽
し
む
人
々
も

い
る
。「
ス
ヴ
ァ
ー
ル
バ
ル
博
物
館
」に
行

け
ば
北
極
圏
の
生
活
や
文
化
、歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。町
の
メ
イ
ン
ロ
ー

ド
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
雑
貨
店
な
ど
が

並
び
、極
地
な
ら
で
は
の
珍
し
い
製
品

も
多
く
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョッ
ピ
ン
グ
も
楽

し
め
る
。ま
た
、品
揃
え
豊
富
な
世
界

最
北
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
お
土

産
を
買
っ
て
み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

エ
イ
ヤ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
は
、細
長
く
遠
浅

な
の
が
特
徴
で
、湾
の
中
央
に
あ
る「
フ

リ
ー
ス
島
」と
い
う
島
は「
エ
イ
ヤ
フ
ィ
ヨ

ル
ド
の
真
珠
」と
も
い
わ
れ
て
い
る
。フ
ィ

ヨ
ル
ド
の
両
サ
イ
ド
は
、丘
陵
や
山
地
が

連
な
り
パ
ノ
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
光
景
が
広

が
る
。標
高
1
0
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
山
や
、そ
こ
に
連
な
る
美
し
い
稜
線
な

ど
、そ
の
悠
然
と
し
た
山
並
み
は
見
惚

れ
る
ほ
ど
美
し
い
。こ
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
は

降
雨
量
が
少
な
い
た
め
氾
濫
な
ど
が
な

く
豊
か
な
酪
農
地
帯
に
な
っ
て
お
り
、

低
地
に
広
が
る
緑
も
目
に
ま
ぶ
し
い
。

「
ゴ
ー
ザ
フ
ォ
ス
」は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
北

部
を
代
表
す
る
観
光
名
所
の一つ
で
、古

来
信
仰
さ
れ
た
多
神
教
の
像
を
滝
に

投
げ
込
み
、キ
リ
ス
ト
教
へ
改
宗
し
た
こ

と
か
ら「
神
々
の
滝
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
ミ
ー
ヴ
ァ
ト
ン
湖
」は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

4
番
目
に
大
き
な
湖
で
周
辺
に
多
く
の

溶
岩
形
成
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

気
候
の
良
い
夏
の
時
期
は「
リ
ス
テ
ィ
ガ

ル
ズ
リ
ン
公
園
」の
植
物
園
も
お
す
す

め
。町
の
中
心
部
の
丘
に
は「
ア
ー
ク
レ

イ
リ
教
会
」が
あ
り
、景
色
も
素
晴
ら

し
い
気
持
ち
の
良
い
ス
ポ
ッ
ト
だ
。「
ア
ー

ク
レ
イ
リ
博
物
館
」で
は
伝
統
的
な
漁

業
、羊
飼
い
の
用
具
類
が
展
示
さ
れ
、

「
フ
リ
ー
ズ
ビ
ャ
ル
ナ
ル
フ
ー
ス
」で
は

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
禁
酒
令
に
ま
つ
わ
る

品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

1：町にはカラフルな装いの家が建ち並ぶ。
2：炭鉱で栄えた頃がしのばれる石炭を運搬し
たケーブルカー。3：スヴァールバル諸島唯一
の、世界最北の教会。

1：町のシンボルともい
える「アークレイリ教
会」。2：町中で見られ
るアークレイリの名物
「ハート形の信号」。

アイスランド
の名物、シン
プルにグリル
したロブスター。

メインストリートには北欧らしいカラフルな建物が並ぶ。

肉汁がジューシーなミート
ボールにクリームソースを
かけた「ヒョットカーケ」。

Longyearbyen/Svalbard

アイスランド
の名物、シン
プルにグリル
したロブスター。

ロングイェールビーン

Arctic route

アークレイリ

Arctic route

エイヤ
フィヨルド

Arctic route

ノルウェー料理の定番、サーモンのグリル。

部
を
代
表
す
る
観
光
名
所

来
信
仰
さ
れ
た
多
神
教
の
像
を
滝
に

投
げ
込
み
、キ
リ
ス
ト
教
へ
改
宗
し
た
こ

と
か
ら「
神
々
の
滝
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
ミ
ー
ヴ
ァ
ト
ン
湖
」は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で

4溶
岩
形
成
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

1：町のシンボルともい
える「アークレイリ教
会」。2：町中で見られ
るアークレイリの名物
「ハート形の信号」。

Akureyri/Iceland
雪解けの時期は滝の水量が増えて圧巻の迫力をみせる「ゴーザフォス」。

ヨ
ル
ド
の
両
サ
イ
ド
は
、丘
陵
や
山
地
が

連
な
り
パ
ノ
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
光
景
が
広

が
る
。標
高

の
山
や
、そ
こ
に
連
な
る
美
し
い
稜
線
な

ど
、そ
の
悠
然
と
し
た
山
並
み
は
見
惚

れ
る
ほ
ど
美
し
い
。こ
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
は

降
雨
量
が
少
な
い
た
め
氾
濫
な
ど
が
な

く
豊
か
な
酪
農
地
帯
に
な
っ
て
お
り
、

低
地
に

Eyja Fjord/Iceland
長いフィヨルドの両サイドに雄大な自然の景色が続く。

Longyearbyen/Svalbard
北極の玄関口ロングイェールビーンの圧倒的な自然美。

北の秘境に広がる
雄大な自然
北の秘境に広がる
雄大な自然

人口2000人、ホッキョクグマ3000頭が住むとい
われる、人口1000人以上が住む町としては、世界
最北の町。極寒のイメージがあるが暖流の影響で
同緯度と比べると気候は穏やか。夏季は平均7度
になる。極地の観光を楽しもう。

ロングイェールビーンロングイェールビーン
Longyearbyen/Svalbard

歴史が古く
見どころが多い
歴史が古く
見どころが多い

アークレイリは、アイスランドの北部、エイヤフィヨ
ルドに臨む町。フィヨルドの最深部に位置する
天然の良港である。歴史も古く、美しい町として
知られ、夏季は観光客が訪れ賑わいをみせる。

アークレイリアークレイリ
Akureyri/Iceland

両岸の丘陵、
山並みに
目を奪われる

両岸の丘陵、
山並みに
目を奪われる

アイスランドの中北部で最長のフィヨルド。
「島のある峡湾」を意味し、湾口から60キロ
の奥行きがあるが、先端部に向かって狭まる
谷状になっている。

エイヤフィヨルドエイヤフィヨルド
Eyja Fjord/Iceland

8JAPAN GRACE
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町
の
丘
に
建
つ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク「
ハッ
ト

ル
グ
リ
ム
ス
教
会
」は
美
し
い
外
観
が
印

象
的
で
、塔
の
上
ま
で
登
る
と
町
を
一
望

で
き
る
。チ
ョ
ル
ト
ニ
ン
湖
へ
向
か
う
と
、

周
辺
に
は
市
庁
舎
や
議
事
堂
が
あ
り
、

の
ん
び
り
と
散
策
が
楽
し
め
る
。町
の
建

物
全
体
が
カ
ラ
フ
ル
に
彩
ら
れ
て
い
る
の

も
特
徴
だ
。博
物
館
の「
セ
ト
ル
メ
ン
ト・

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」で
は
9
世
紀
頃
の
遺

跡
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
の「
ロ
イ
ガ
ヴ
ェ
ー
グ
ル
」は
ブ

テ
ィ
ッ
ク
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
に
ぎ
わ

う
古
い
通
り
で
、休
憩
や
買
い
物
を
す
る

11 JAPAN GRACE

1：アイスランドで最も
大きな教会「ハットルグ
リムス教会」。2：ミネラ
ルたっぷりの地下熱水
を利用した露天風呂
「ブルーラグーン」。

1：夏でも大きな氷山が海に浮かん
でいる景色を見られることがある。
2：ヌークではシーカヤックを楽しむ人も。

3：定番メニューのシュリンプは、塩
ゆでやグリルが人気。4：北極圏で
育った新鮮なタラのソテー。

デンマークの影響を受け
たカラフルな建物が建ち
並ぶヌークの町。

羊の肉と野菜を煮込んだ
スープ「キョツパ」はアイ
スランドの伝統的な味。

「大陸の裂け目」を見学できる
「シングヴェトリル国立公園」。

ルたっぷりの地下熱水
を利用した露天風呂
「ブルーラグーン」。

羊の肉と野菜を煮込んだ
スープ「キョツパ」はアイ
スランドの伝統的な味。

の
に
最
適
だ
。郊
外
へ
足
を
伸
ば
す
と
、

世
界
最
大
級
の
露
天
風
呂
と
し
て
有
名

な「
ブ
ル
ー
ラ
グ
ー
ン
」が
あ
り
、最
近
で

は
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
海

嶺
を
地
上
で
観
察
で
き
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
世
界
遺
産
の「
シ
ン
グ
ヴ
ェ
ト
リ
ル

国
立
公
園
」を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く

の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、美
し

い
自
然
、文
化
遺
産
を
堪
能
で
き
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
領
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
お

け
る
最
も
大
き
な
町
。と
は
い
っ
て
も

人
口
は
1
7
0
0
0
人
ほ
ど
で
、観
光

ス
ポ
ッ
ト
は
ほ
ぼ
徒
歩
で
回
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
ず
は「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
博
物

館
」で
入
植
者
の
歴
史
、文
化
を
知
る

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
の
は
ど
う
だ
ろ

う
。「
ヌ
ー
ク
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」に

行
け
ば
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
文
化
に
つ
い
て
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。世
界
最
小
の
聖

堂「
ヌ
ー
ク
カ
テ
ド
ラ
ル
」は
コ
ン
パ
ク
ト

だ
が
可
愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
印
象

的
。北
極
圏
ら
し
い
大
自
然
を
求
め
る

な
ら
、町
郊
外
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
み
た

り
、小
高
い
丘
に
登
っ
て
ヌ
ー
ク
の
町
全

体
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ら
し
い
美
し
い
景

色
を
望
む
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方
、現
代
の
ヌ
ー
ク
に
ふ
れ
る
の
で

あ
れ
ば「
カ
ト
ゥ
ア
ッ
ク
文
化
セ
ン
タ
ー
」

で
音
楽
や
ア
ー
ト
に
親
し
ん
だ
り
、「
ヌ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」で
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョッ
ピ
ン

グ
も
楽
し
め
る
。ハ
ー
バ
ー
周
辺
を
散

策
す
れ
ば
流
行
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ー
ン

を
は
じ
め「
ヌ
ー
ク
の
今
」を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

氷雪に覆われた大地、氷山の自然美、そして澄みきった空気。地球最後の秘境と
いわれる南極には感動の絶景が広がり、たくましく生きる野生動物の姿が見られる。
フランスのクルーズ会社ポナンが所有するエレガントなル・ボレアル号に乗船し、
ラグジュアリーな船上生活と冒険心に満ちた13日間の旅へ。

デンマークの影響を受け
たカラフルな建物が建ち
並ぶヌークの町。

Nuuk/Greenland
3：定番メニューのシュリンプは、塩

ヌーク

Arctic route

レイキャビク

Arctic route

青と白の絶景、
地球最後の秘境、南極へ。
青と白の絶景、
地球最後の秘境、南極へ。

ポナン ル・ボレアル号でゆくポナン ル・ボレアル号でゆく

2021年2月2日（火）～2月14日（日）2021年2月2日（火）～2月14日（日）

南極半島13日間南極半島13日間

ヌークヌーク
Nuuk/Greenland

右記QRコード
より詳しいパン
フレットがご覧
いただけます。

お申し込み受付中お申し込み受付中

お問い合わせ・資料のご請求は 
TEL.0120-95-3740まで

地球で最も美しい湾と称され
るパラダイスベイ訪問をはじ
めゾディアックボートでの遊
覧、捕鯨基地訪問、アザラシ
やペンギン観察などプラン満
載のクルーズ。

青と白の絶景、青と白の絶景、青と白の絶景、

Info
rma
tion

レイキャビクレイキャビク
Reykjavik/Iceland

街歩きも
自然も楽しめる
街歩きも
自然も楽しめる

アイスランドの首都であるレイキャビク、人口は12
万人。歴史の古い町で、歩いて回れるほどだが、
街中には観光スポットもいくつかある。また郊外に
は雄大な自然が広がり観光客を楽しませてくれる。

グリーンランドの
歴史ある首都
グリーンランドの
歴史ある首都

紀元前2000年には既に人が住んでいたといわれ、
現地のカラーリット（グリーンランド・イヌイット）語で、
「半島」を意味するヌーク。この地に刻まれてきた
歴史と自治政府の首都として発展した文化が融合
してつくられた町だ。

12

1

2

3

4

10JAPAN GRACE

「大陸の裂け目」を見学できる
「シングヴェトリル国立公園」。

い
自
然
、文
化
遺
産
を
堪
能
で
き
る
。

Reykjavik/Iceland
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全長約780キロにも及ぶセーヌ川。河口
から約6時間かけて寄港地ルーアンまで
進む。絵画のような風光明媚な景色のな
か、リバークルーズを楽しむ。印象派ゆか
りの地や魅力的な建造物、そして酪農地
帯の豊かな自然も目前に広がる。夕暮れ
どきは川面に木 が々影を落とし幻想的な
景色が現れる。客船での航行は、大海原
の航海とは趣の異なる贅沢なひとときだ。

北大西洋からセントローレンス湾に入る
と、セントローレンス川の河口が見えてく
る。秋深い時期、凛とした空気に包まれ、
川幅が徐 に々狭くなっていくと岸からそび
え立つ山 が々迫り、山肌を埋めつくす鮮や
かな紅葉に目を奪われる。穏やかな流れ
を蛇行しながら、船上からは刻 と々変化
する美しい景色を堪能できる。運が良いと
ベルーガ（シロイルカ）に出会えることも。

ノルウェー語でフィヨルドは「入り江」と
いう意味。氷河による浸食作用で形成さ
れた複雑な地形、美しい景観が特徴だ。
切り立つ断崖、1000メートル超の山々、
流れ落ちる滝。雄大な自然の山麓では
絵本から出てきたような家が並んでいる。
枝分かれしたフィヨルドを進んでいくと
フロムという険しい山あいの村が現れ、
濃い緑に心洗われる。

パナマ地峡に設けられた大西洋と太平
洋とを結ぶ運河。26メートルの高低差
を、水の浮力を利用して階段式で超える
方式が有名だ。船が閘門（こうもん）に入
ると門が閉まり、水が大量に注入され船
が徐 に々上昇し、26メートル登り、太平洋
へ漕ぎ出す。ガトゥン湖を通過し、3つの
閘門、出口付近のアメリカ橋をくぐり、
ゆっくりとパナマ運河通航を堪能できる。

パタゴニア地域は南米最南端に位置し、
南極へも近い。このエリアにある世界有
数のパタゴニアフィヨルドを遊覧する。
ターコイズの石のように青く輝くロマン
チェ氷河は数万年におよぶ地球の営みを
感じさせてくれ、雪化粧した山 が々輝いて
いる。クライマックスは、フィヨルド一番の
絶景と呼ばれる、巨大なピオ11世氷河。
壮大な自然に圧倒される。

地中海と紅海を結ぶ全長約190キロ、深
さ24メートルの世界三大運河の一つ。
1869年の完成以後、世界の海運を支え
てきた歴史を感じさせる運河。運河通過
には10数時間を要し、周囲に高い建物
がないため両サイドに広がる砂漠、その
向こうには地平線も望めるパノラマを楽
しみたい。日本のODAによってつくられた
ムバラク平和大橋も見どころの一つだ。

セーヌ川
Seine River

France

セントローレンス川
St. Lawrence River

Canada

ソグネフィヨルド
Sognefjord

Norway

パナマ運河
Panama Canal

Panama

パタゴニアフィヨルド
Patagonian Fjords

Chile

スエズ運河
Suez Canal

Egypt

Wonderful Cruising Viewpoints

世界をまわるクルーズの醍醐味
～船から望む、心に留めたい景観～
世界一周のクルーズでは寄港地での観光も思い出になるが、船旅ならではの船上から
望む景色も素晴らしい。船が進む度に変化していく景観に感動しながら、その瞬間をずっと
胸にしまっておくために心のシャッターをきってほしい。



20
代
の
時
に
読
ん
だ
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に

関
す
る
本
が
強
烈
に
印
象
に
残
っ
て
い
て
、い

つ
か
慰
霊
の
旅
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
の
第
95
回
ク
ル
ー
ズ
で
、そ
う
い
う
航
路
を

見
つ
け
て
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
で
訪
ね
る
こ

と
が
で
き
る
と
知
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。

収
容
所
で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
心
中
を
察

し
、胸
が
つ
ぶ
れ
る
思
い
で
し
た
。自
由
を
渇

望
し
、死
の
恐
怖
と
戦
い
、過
酷
な
環
境
に

絶
望
し
、と
い
っ
た
、こ
こ
で
犠
牲
に
な
っ
た

人
々
の
追
体
験
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。た
だ
慰
霊
で

き
た
こ
と
は
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

船
は
ゆ
っ
く
り
進
む
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、す
ぐ
に
最
初
の
寄
港
地
に
到
着
し
、こ
ん

な
に
も
外
国
は
近
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、ア
ジ
ア
圏
を
抜
け
て
ス
エ
ズ
運
河
を

渡
っ
た
と
き
、砂
漠
の
風
景
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、こ
こ
か
ら
ヨ
ー
ロッ
パ
に
入
って
い
く

ん
だ
と
い
う
胸
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
へ
乗
船
し
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
4
人
部
屋
で
参
加
し
ま
し
た
が
、同

室
の
3
人
の
方
と
と
て
も
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。そ
の
中
に
沖
縄
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

た
方
が
い
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、ほ
か
の
方

も
皆
気
が
合
い
ま
し
た
。同
じ
目
的
で
船
旅

に
参
加
し
て
い
る
の
で
い
ろ
い
ろ
共
通
の
話
題

も
あ
り
ま
す
し
ね
。今
も
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
て
、会
い
に
行
っ
た
り
、集
ま
っ
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

私
自
身
が
、世
界
の
広
さ
と
近
さ
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
感
じ
て
、非
常
に
感
銘
を
受
け
た

船
旅
で
し
た
か
ら
、そ
れ
を
伝
え
た
い
と
思

い
ま
し
た
。今
は
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
イ
ス
主
催
の
、

那
覇
で
行
わ
れ
る
説
明
会
が
お
よ
そ
2
ヵ
月

に
1
度
あ
っ
て
、そ
こ
で
体
験
を
話
し
て
い

ク
ル
ー
ズ
は
一
人
で
の
参
加
だ
っ
た

そ
う
で
す
が
、そ
の
点
は
い
か
が
で
し
た
か
。

世
界
一
周
で
ど
ん
な
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
か
。

念
願
の
地
を
訪
れ
て
ど
の
よ
う
な

印
象
を
も
ち
ま
し
た
か
。

　

行
っ
た
先
々
す
べ
て
が
思
い
出
と
し
て
残
って

い
ま
す
が
、古
代
文
明
発
祥
の
地
ギ
リ
シ
ャ
に

近
づ
い
た
と
き
の
興
奮
は
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。ア
テ
ネ
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
を
巡
り
ま
し
た
が
、事
前
に
船
内
で
世
界

遺
産
に
関
す
る
講
座
を
受
け
、観
光
地
の
映

像
も
見
て
い
ま
し
た
か
ら
興
味
深
く
見
学
で

き
ま
し
た
。寄
港
地
の
歴
史
、文
化
な
ど
に
対

し
て
あ
ら
か
じ
め
情
報
が
あ
れ
ば
、違
っ
た
見

方
が
可
能
に
な
り
、細
か
い
と
こ
ろ
に
も
目
が

届
い
て
よ
り
充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
す
ね
。

訪
れ
た
国
の

思
い
出
深
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。

　

は
い
。第
95
回
ク
ル
ー
ズ
の
感
動
と
興
奮

冷
め
や
ら
ぬ
の
に
、な
ぜ
す
ぐ
に
参
加
を
決

め
た
の
か
。当
初
は
し
ば
ら
く
間
を
お
い
て

も
い
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、ア
ン

バ
サ
ダ
ー
と
し
て
お
話
し
し
て
、説
明
会
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
顔
を
見
て
い
る
と
、

一
緒
に
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
し
て
多
く
の
感
動

を
分
か
ち
あ
い
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が

湧
い
て
き
た
の
で
す
。皆
さ
ん
を
プ
ッ
シ
ュ
し

て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、結
局
私
自
身
を

プ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。意
志
あ
る
と

こ
ろ
に
道
あ
り
で
す
。前
回
と
重
な
る
寄

港
地
も
あ
り
ま
す
が
、未
体
験
の
北
欧
な

ど
が
あ
り
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。ま
た
次

回
は
寄
港
地
で
、よ
り
積
極
的
に
各
地
を

回
り
、多
く
の
方
と
交
流
を
深
め
た
い
と
も

ご
自
身
も
来
年
4
月
出
航
の
ク
ル
ー
ズ
に

お
申
し
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

ま
だ
先
の
ク
ル
ー
ズ
と
は
い
え
、コ
ロ
ナ

禍
で
不
安
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。で
も
逆
に
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
後
の
楽
し
み
や

目
標
を
も
っ
て
い
る
と
、毎
日
に
張
り
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。私
自
身
が
そ
う
で
す

か
ら（
笑
）。今
は
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
活
動
も
制

限
が
あ
り
、外
出
も
な
る
べ
く
控
え
て
い
ま

す
が
、来
年
の
ク
ル
ー
ズ
乗
船
に
向
け
て
気

持
ち
は
明
る
く
保
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
を
乗

り
越
え
た
先
に
世
界
一
周
が
待
っ
て
い
る

そ
れ
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
今
回
は
知
人
も
一
緒

に
行
き
ま
す
の
で
素
晴
ら
し
い
体
験
を
通

し
て
多
く
の
思
い
出
を
持
ち
帰
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
乗
船
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
ル
ー
ズ
参
加
検
討
者
か
ら
は

細
か
い
質
問
も
あ
り
ま
す
か
。

帰
国
後
は
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
も

活
動
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

ま
す
。ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
は
、船
旅
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
魅
力
、ス
タ
ッ
フ
の
き
め
細

か
い
サ
ポ
ー
ト
、そ
し
て
普
通
の
観
光
旅
行

で
は
体
験
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
と
イ

ベ
ン
ト
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。そ
こ
に
参
加
す

る
皆
さ
ん
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
船
旅
、そ

れ
こ
そ
が
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

非
日
常
の
な
か
で
自
分
を
見
つ
め
直
し
、視

野
を
広
げ
て
海
外
の
人
た
ち
と
交
流
を
し

て
き
た
体
験
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

え
え
、あ
り
ま
す
ね
。印
象
に
残
っ
た
寄

港
地
や
船
内
で
の
過
ご
し
方
の
ほ
か
、各
種

企
画
や
講
座
の
内
容
か
ら
私
自
身
の
感
想
、

持
ち
物
や
服
装
、携
帯
電
話
や
カ
メ
ラ
、お

小
遣
い
の
金
額
や
カ
ー
ド
の
支
払
い
な
ど
具

体
的
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

15 JAPAN GRACE 14JAPAN GRACE

ピースボート
クルーズ体験

アンバサダーが語る

アウシュヴィッツ強制収容所への関心から、最初のピース
ボートクルーズに参加した與那覇強さん。「船内で学び、交
流し、旅を皆でつくっていくクルーズ」の素晴らしさに感銘を
受けて、2021年春出航クルーズへの参加を申し込んで
いる與那覇さんに話しを伺った。

Interview

ピースボートクルーズは第95回クルーズに乗船。下船後は、那覇で行われ
る説明会で自身の体験を紹介している。「世界の近さと広さがダイレクトに
感じられる船旅の魅力を伝えたいと思っています」。

ピースボートクルーズ アンバサダー

與那覇 強さん（沖縄県在住）



コロ
ナ
禍
に
お
い
て

熊
本
県
球
磨
村
で

被
災
地
支
援
始
ま
る

2020年7月豪雨の被災地へ
PBV活動報告

7月に九州を襲った豪雨は各地で甚大な被害をもた
らした。しかしコロナ禍において県外からの専門家、
災害支援団体、ボランティアが現地入りできず、復旧
作業の遅れが心配されている。ピースボート災害支援
センター（PBV）では、現地からの情報収集を続けな
がら必要な資機材を届けていたが、このたび行政要
請により、熊本県球磨村の避難所運営のサポートを
行うため、スタッフが現地入りすることになった。

ピースボート災害支援センター(PBV)で
は、コロナ禍でも被災地に支援を届ける
ために、緊急支援募金を実施しています。
皆さまのご支援、ご協力お願い致します。

PEACE BOAT

activities
●ピースボート活動●

近
年
日
本
で
は
毎
年
大
き
な
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
今
年
、自
然

災
害
発
生
は
最
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と

だ
っ
た
が
、7
月
に
九
州
で
豪
雨
被
害
が
起

き
て
し
ま
っ
た
。災
害
支
援
の
在
り
方
も
、コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
初
め
て
の
取
り
組
み
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。被
害
の
大
き
い
熊
本
県
で

も
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
県
を
ま
た
い

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
被
災
地
入
り
が
難
し

く
、現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、支
援
団
体
が
復

旧
作
業
に
尽
力
し
て
い
る
が
、人
手
不
足
は

否
め
な
い
。2
0
1
8
年
の
西
日
本
豪
雨
の

被
災
地
と
な
っ
た
岡
山
県
倉
敷
市
で
は
、休

日
に
は
約
2
0
0
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

支
援
に
入
っ
た
が
、今
回
の
熊
本
は
2
0
0

人
か
ら
3
0
0
人
と
約
10
分
の
１
の
規
模

で
し
か
な
い
。甚
大
な
被
害
に
対
し
て
復
旧

作
業
の
遅
れ
、避
難
生
活
の
長
期
化
な
ど
が

心
配
さ
れ
る
。

P
B
V
も
通
常
な
ら
災
害
発
生
か
ら
2

〜
3
日
で
先
遣
ス
タ
ッ
フ
が
入
り
、1
〜
2

週
間
後
に
は
支
援
先
に
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
活
動
を
展
開

す
る
が
、そ
れ
が
ま
ま
な
ら
な
い
。P
B
V

理
事
の
小
林
深
吾
さ
ん
は「
同
時
に
、災
害

時
に
は
P
B
V
の
よ
う
な
災
害
支
援
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
現
地
に
多
く
入
り
、復
旧
に
必

要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
元
の
方
々
に
伝
え
る
役

割
も
果
た
し
ま
す
が
、現
在
は
そ
れ
も
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
言
う
。

　

現
地
入
り
で
き
な
い
P
B
V
が
行
っ
て
き

た
の
は
間
接
支
援
で
あ
る
。豪
雨
被
害
発

生
後
か
ら
、2
0
1
7
年
の
九
州
北
部
豪

雨
や
2
0
1
6
年
の
熊
本
地
震
な
ど
に
お

い
て
災
害
支
援
を
通
し
て
つ
な
が
り
を
も
っ

た
、熊
本
、大
分
、福
岡
の
現
地
の
パ
ー
ト

ナ
ー
団
体
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
き
た
。そ

し
て
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
集

ま
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
の
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、炊
き

出
し
に
必
要
な
食
材
、タ
ー
プ
テ
ン
ト
、テ
ー

ブ
ル
、清
掃
に
必
要
な
高
圧
洗
浄
機
、発
電

機
、電
動
工
具
な
ど
の
資
機
材
を
必
要
に
応

じ
て
現
地
へ
届
け
て
い
る
。

　

も
ど
か
し
さ
を
抱
え
つ
つ
も
、で
き
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
き
た
P
B
V
だ
っ
た
が
、

支
援
は
よ
う
や
く
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ

と
に
な
っ
た
。こ
の
た
び
行
政
か
ら
の
支
援

要
請
を
受
け
て
、熊
本
県
球
磨
村
へ
の
ス

タ
ッ
フ
派
遣
が
決
定
し
た
の
だ
。地
元
の
団

体
と
協
力
し
て
、球
磨
村
の
避
難
所
運
営
の

サ
ポ
ー
ト
を
担
う
。8
月
の
第
四
週
と
五
週

に
、2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
ス
タ
ッ
フ
が
現
地

入
り
し
た
。事
前
に
対
策
を
計
画
し
て
き

た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
に
お
け

る
災
害
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
い
て

活
動
し
て
い
く
。特
に
大
き
な
テ
ー
マ
は
被

災
者
支
援
と
感
染
予
防
の
両
立
で
あ
る
。

避
難
所
で
は
3
密
を
避
け
た
生
活
の
仕
方
、

衛
生
管
理
な
ど
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違

う
取
り
組
み
、様
式
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
P
B
V
自
体
も
手
探
り
の
部
分
も
あ

り
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
災
害
支
援
経

験
を
活
か
し
、今
回
の
支
援
活
動
が
民
間

支
援
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
に
な
れ
ば
、と
思
っ

て
い
ま
す
。感
染
予
防
を
し
な
が
ら
被
災
者
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の
皆
さ
ん
の
生
活
を
再
建
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
支
援
の
カ
タ
チ
が
あ
る
か
、そ
の
お

手
本
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と

小
林
さ
ん
は
語
る
。

　

現
地
で
の
サ
ポ
ー
ト
期
間
は
未
定
だ
が
、

被
災
者
の
方
の
生
活
再
建
、仮
設
住
宅
建

設
な
ど
を
考
え
る
と
短
く
て
も
秋
ま
で
は

続
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。現
地
で
の
活
動

に
つ
い
て
ま
た
報
告
を
待
ち
た
い
。

豪雨で被災した大分県へ、今まで関わりのある
パートナー団体と連携を取りながら、備品支援以
外にも資機材などの貸し出しの支援を行っている。

2016年4月の熊本地震災害支援

2017年7月の九州北部豪雨災害支援

2019年10月の台風19号災害支援 2018年7月の西日本豪雨災害支援
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ピースボート
災害支援センター

［オフィシャルサイト］ https://pbv.or.jp/

2020年7月豪雨災害　
新型コロナウイルス×被災地緊急支援募金



ピースボートを広く発信、
「オンライン勉強会」
ピースボートでは、これまで毎週ピースボートセンターで世界を知るための
「イベント」を開催してきた。それをコロナ禍においても継続するため、4月から
「オンライン勉強会」として実施している。その内容をご紹介。

PEACE BOAT

activities
●ピースボート活動●

広
島・長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
今
年

で
75
年
を
迎
え
る
。四
半
世
紀
を
一
区
切
り

と
考
え
る
と
、次
の
1
0
0
年
目
に
は「
被

爆
1
世
の
声
」は
聞
け
な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
は
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
I
C
A
N
）の
国
際
運
営
団

体
と
し
て
、被
爆
75
年
を
大
切
に
考
え
、今

年
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
行
事
の
開
催
を
構
想

し
て
き
た
。し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
人
が
集

ま
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、船
旅
に
よ
る

活
動
も
か
な
わ
な
く
な
っ
た
。原
爆
が
人
々

に
、世
の
中
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
、被
爆
者

の
声
を
世
界
へ
届
け
た
い
。そ
れ
が
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
の
使
命
で
あ
る
。そ
こ
で
考
え
た
の
が

「
オ
ン
ラ
イ
ン
被
爆
証
言
会
」で
あ
っ
た
。

　

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
へ
の
乗
船

経
験
の
あ
る
世
界
各
地
の
被

爆
者
の
方
々
に
講
演
を
依

頼
。7
月
中
に
毎
週
一人
ず
つ

1
時
間
半
に
わ
た
り
、計
4

回
の
証
言
会
を
企
画
し
た
。

証
言
者
と
し
て
登
場
い
た
だ

い
た
の
は
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ

ん（
ト
ロ
ン
ト
）、山
下
泰
昭

さ
ん（
メ
キ
シ
コ
）、森
田
隆
さ

ん（
サ
ン
パ
ウ
ロ
）、李
鐘
根
さ

ん（
広
島
）で
、7
カ
国
語
の

通
訳
を
設
定
。40
分
前
後
の

講
演
の
後
、質
疑
応
答
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
実
施
し
た
。

I
C
A
N
の
広
島・長
崎
75
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
通
し
て
広
報
し
た
こ
と
も
あ
り
、毎
回
世

界
各
地
か
ら
多
く
の
参
加
者
を
得
た
。

　

サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
、I
C
A
N
の一
員

と
し
て
、核
兵
器
禁
止
条
約
に
焦
点
を
あ

て
、若
い
人
の
力
を
合
わ
せ
て
発
効
に
向
け

て
尽
力
し
、核
兵
器
の
な
い
世
界
を
つ
く
る

重
要
性
を
説
い
た
。山
下
泰
昭
さ
ん
は
、差

別
と
後
遺
症
に
苦
し
み
メ
キ
シ
コへ
移
住
し

温
か
く
迎
え
ら
れ
た
が
、被
爆
者
と
し
て
長

く
抱
え
て
き
た
辛
い
心
の
内
を
話
し
た
。森

田
隆
さ
ん
は
、軍
国
少
年
だ
っ
た
ゆ
え
の
人

間
性
を
失
っ
て
し
ま
う
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、

被
爆
者
へ
の
差
別
を
現
地
の
高
校
生
へ
証
言

し
て
い
る
と
語
っ
た
。李
鐘
根
さ
ん
は
在
日

　

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
は「
み
ん
な
が
主
役
で
船
を

出
す
」を
合
い
言
葉
に
、世
界
の
国
や
地
域
の

人
々
と
交
流
し
、一人
ひ
と
り
が
地
球
市
民
と

し
て
平
和
の
文
化
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。ま
た
そ
の
た
め
に
必
要
な「
出
会
い
の

場
」、「
学
ぶ
場
」、「
行
動
し
て
い
く
場
」を

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
提
供
し
て
き
て
い
る
。

　

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で

「
学
ぶ
場
」と
し
て
東
京
の
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
は
で
き
な
く
な
っ
た

が
、そ
の
活
動
を
止
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う

ス
タ
ッ
フ
の
強
い
思
い
に
よ
り
4
月
か
ら「
オ
ン

ラ
イ
ン
勉
強
会
」が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在「
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
顔
」と「
世
界
を

学
ぼ
う
」と
い
う
2
つ
の
テ
ー
マ
で
交
互
に
開

催
。前
者
は
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
ス
タ
ッ
フ
に
焦

点
を
あ
て
、普
段
取
り
組
ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
ク
ル
ー
ズ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
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紹
介
し
て
い
る
。後
者
は
環
境
、平
和
、保
健

な
ど
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
、専
門
家
を
招
い
て

話
し
て
い
た
だ
く
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。

担
当
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と「
毎
回
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
、ク
ル
ー
ズ
未
体
験
の
方
に
も

多
く
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と
の
こ

と
。ま
た
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
オ
ン

ラ
イ
ン
で
い
ろ
い
ろ
学
べ
て
あ
り
が
た
い
」「
ス

タ
ッ
フ
の
登
場
に
よ
り
、色
々
な
キ
ャ
リ
ア
の

方
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
楽
し
い
」と
いっ
た

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
は
4
月
以
降
延
べ

1
7
0
0
名
以
上
の
方
が
参
加
し
て
お
り
、

引
き
続
き
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。今
回
の

試
み
を
通
し
て「
海
外
か
ら
参
加
し
て
い
る
方

も
い
て
、東
京
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
ピ
ー
ス
ボ
ー

ト
の
こ
と
を
広
く
発
信
し
、知
っ
て
も
ら
え
る

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
」

と
新
た
な
展
開
の
可
能
性
も
見
え
て
き
た
。

コ
リ
ア
ン
、被
爆
者
と
い
う
二
重
の
差
別
の
な

か
で
生
き
て
き
た
苦
し
み
、被
爆
者
は
日
本

人
だ
け
で
は
な
い
こ
と
も
伝
え
て
く
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
、フ
ラ

ン
ス
の
若
者
、南
米
の
日
系
人
、日
本
の
被
爆

者
な
ど
か
ら
活
発
な
質
問
、意
見
が
交
わ
さ

れ
て
非
常
に
有
意
義
な
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
も「
新
し
い
連
携
の
可
能

性
を
示
し
た
証
言
会
に
な
り
ま
し
た
。37
年

間
培
っ
て
き
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、新
し
い
ツ
ー
ル
、手
法
を
活
用
し
て
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
て
世
界
を
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」と
今
後
へ
の
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
よ
う
だ
。

Online Study Sessions

ピースボートは、2008年から「お
りづるプロジェクト」を実施してい
ます。このプロジェクトでは、広島・
長崎の被爆者とともに船旅を通
じて世界各地で原爆被害の証言
を実施し、核廃絶のメッセージを
世界に届けています。

おりづるプロジェクト

オンライン
勉強会に参
加希望の方
はこちらから
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被爆75年、
世界に原爆の実相を伝える
「オンライン被爆証言会」
被爆75年という節目の今年、世界に向けて被爆者の声を届ける
ために、世界各地を結んだ「オンライン被爆証言会」を開催。若者
層を中心に多くの参加者を得て、核廃絶に向けた新しい発信、
連携の在り方がみえた取り組みとなった。



編集
後記

2
0
2
0
年
夏̶

　

開
催
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
で
持
ち
切
り

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
今
夏
。同
時
に
、戦
後
75
周

年
を
迎
え
る
鎮
魂
の
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
、1
9
3
2
年
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
大
会
の
馬
術
競
技
で
西
竹
一と
い
う
日
本

人
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
と
って
い
ま
す
。そ
れ
は

現
在
に
至
る
ま
で
同
競
技
で
日
本
が
獲
得
し

た
唯
一の
メ
ダ
ル
だ
と
か
。西
は
そ
の
後
、ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
名
誉
市
民
の
称
号
も
得
ま
す
が
、す
ぐ

に
戦
争
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。騎
馬
か

ら
戦
車
へ
時
代
が
移
り
、西
も
戦
車
連
隊
長
と

し
て
最
前
線
へ
。そ
し
て
75
年
前
の
1
9
4
5

年
、硫
黄
島
に
て
戦
死
。満
42
歳
没
。

　

人
類
は
世
界
中
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
と
い

う
愚
か
な
行
為
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
世
界
規
模
の
平
和
の
祭
典
を

行
う
こ
と
も
で
き
る
。い
ず
れ
も
人
間
の
行
う

人
為
で
す
。ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
で
い
え

ば
、現
在
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
に
お
い
て
も

絶
望
で
は
な
く
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
社
会

で
あ
り
続
け
た
い
。

今
号
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
ク
ル
ー
ズ
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
の
與
那
覇
さ
ん
か
ら
の
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。「
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
た
先
に
世
界

一
周
が
待
っ
て
い
る̶

」こ
れ
は
、こ
れ
か
ら
乗

船
さ
れ
る
方
々
だ
け
で
は
な
く
、私
た
ち

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
希
望
の
合
言
葉
だ
と

思
い
、新
た
な
船
出
の
準
備
の
た
め
日
々
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。（
N・I
）

よ
う
こ
そ
、世
界
一
周
の
船
旅
へ
。

旅
の
前
途
を
祝
し
て

船上百景［ウェルカムセレモニー］

初対面の人ともすっかり打ち解けて盛り上がる。「一緒に旅を楽しみましょう！」

船長から次 と々クルーが紹介される。

社交ダンスパーティーも行われ優雅にステップを踏む。

　

世
界
一
周
の
旅
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
、恒
例
の
船

長
主
催「
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
」が
開
催
さ
れ
る
。

華
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、ド
レ
ス
ア
ッ
プ
を
し
た
乗

客
が
集
ま
っ
て
く
る
。船
長
か
ら
ク
ル
ー
の
紹
介
が

あ
り
、ス
タ
ッ
フ
キ
ャ
プ
テ
ン
、チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
サ
ー・・・と
次
々
に
多
彩
な
役
割
が
呼
ば

れ
、船
旅
を
支
え
る
ク
ル
ー
の
多
さ
を
実
感
。続
い
て

専
属
バ
ン
ド
に
よ
る
歓
迎
の
生
演
奏
が
披
露
さ
れ
、会

場
は
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
。

　

船
長
と
の
記
念
撮
影
に
は
列
が
つ
く
ら
れ
、握
手
を

し
た
り
お
話
し
し
た
り
、大
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
に
。ダ
ン

ス
フ
ロ
ア
で
は
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
か
れ
、初

心
者
の
方
も
経
験
者
に
リ
ー
ド
し
て
も
ら
い
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
る
。お
待
ち
か
ね
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
で

は
、初
対
面
の
方
と
も
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、皆
で「
乾

杯
！
」。美
味
し
い
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、会
話
が

弾
み
、船
旅
へ
の
期
待
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
く
。
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